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ちち
ょょ
っっ
とと
しし
たた
勇勇
気気
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
しし
たた
工工
夫夫
、、  

ちち
ょょ
っっ
とと
しし
たた
何何
かか
がが
、、  

大大
切切
なな
ここ
とと
をを
気気
付付
かか
せせ
てて
くく
れれ
るる
。。  
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つつ
かか
れれ
たた
よよ
うう
にに
必必
死死
にに
なな
っっ

てて
るる
姿姿
をを
見見
るる
とと
、、
気気
兼兼
ねね
しし
てて

自自
習習
室室
にに
入入
れれ
なな
くく
なな
っっ
てて
しし

まま
っっ
てて
、、
止止
むむ
をを
得得
ずず
他他
でで
勉勉
強強

しし
てて
いい
るる
のの
だだ
ろろ
うう
とと
はは
思思
っっ

てて
おお
りり
まま
しし
たた
がが
、、
そそ
れれ
にに
しし
てて

もも
少少
なな
かか
っっ
たた
。。
高高
１１
生生
にに
至至
っっ

てて
はは
、、
８８
月月
中中
、、
自自
習習
室室
をを
利利
用用

しし
たた
のの
はは
１１
名名
だだ
けけ
でで
ごご
ざざ
いい

まま
しし
たた
。。
高高
２２
生生
もも
例例
年年
とと
比比
べべ

るる
とと
少少
なな
いい
よよ
うう
にに
感感
じじ
まま
しし

たた
。。
まま
、、
そそ
ここ
はは
、、
家家
やや
学学
校校
でで

やや
っっ
てて
るる
のの
だだ
ろろ
うう
とと
思思
うう
のの

でで
すす
がが
。。  

  

何何
年年
前前
だだ
っっ
たた
かか
。。
いい
つつ
もも
仲仲

良良
しし
同同
士士
でで
行行
動動
すす
るる
女女
のの
子子

がが
４４
人人
いい
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
子子
らら
がが

高高
１１
のの
時時
、、
自自
習習
室室
にに
はは
医医
学学
部部

やや
難難
関関
大大
をを
狙狙
っっ
てて
いい
るる
高高
３３

生生
がが
数数
名名
、、
日日
々々
住住
みみ
着着
いい
てて
るる

のの
かか
とと
思思
うう
程程
、、
自自
習習
室室
をを
占占
有有

しし
てて
おお
りり
まま
しし
たた
。。
彼彼
らら
のの
放放
つつ

威威
圧圧
感感
はは
、、
たた
ぶぶ
んん
、、
私私
のの
知知
るる

限限
りり
でで
はは
、、
自自
習習
室室
のの
歴歴
史史
上上
、、

最最
強強
だだ
っっ
たた
よよ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。

ああ
るる
日日
、、
そそ
のの
仲仲
良良
しし
４４
人人
組組
がが

ニニ
ココ
ニニ
ココ
とと
自自
習習
室室
にに
入入
っっ
てて

いい
っっ
たた
のの
でで
すす
がが
、、
入入
っっ
たた
瞬瞬
間間

にに
そそ
のの
最最
強強
のの
威威
圧圧
感感
にに
負負
けけ

てて
飛飛
びび
出出
しし
てて
きき
たた
のの
にに
はは
ちち

ょょ
っっ
とと
笑笑
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。

目目
にに
涙涙
をを
たた
めめ
なな
がが
らら
「「
無無
理理
！！  

高高
３３
生生
がが
怖怖
いい
！！
」」
とと
言言
っっ
てて
くく

るる
のの
でで
「「
ここ
れれ
もも
勉勉
強強
じじ
ゃゃ
。。
頑頑

張張
れれ
！！
」」
とと
再再
びび
自自
習習
室室
へへ
向向
かか

わわ
せせ
たた
のの
でで
すす
がが
、、
「「
やや
っっ
ぱぱ
りり

無無
理理
～～
」」
とと
言言
いい
なな
がが
らら
ババ
タタ
ババ

タタ
とと
出出
てて
きき
たた
のの
でで
、、
「「
しし
ゃゃ
～～

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆☆求求めめるる人人材材    ４４年年生生大大学学卒卒以以上上、、人人とと接接すするるここととがが好好ききなな方方  
☆☆仕仕事事内内容容      電電話話応応対対、、受受付付業業務務、、教教務務補補助助ななどど  

((一一斉斉授授業業のの講講師師がが可可能能なな場場合合はは指指導導力力にによよりり、、時時給給優優遇遇致致ししまますす。。))  
☆☆勤勤務務時時間間・・曜曜日日    月月曜曜日日～～土土曜曜日日  ((1155：：0000~~2222：：0000))  
                ((  勤勤務務時時間間ににつついいててはは相相談談にに応応じじまますす。。))  

※※面面接接ににてて決決定定致致ししまますすののでで、、  
ままずずはは坂坂本本教教室室ままででごご連連絡絡くくだだささいい。。  

 

 
９９月月１１００,,１１１１日日、、観観音音寺寺一一高高  
でで観観一一祭祭がが開開かかれれままししたた。。  
今今年年ののテテーーママはは『『黎黎明明』』  
３３年年生生にによよるる伝伝統統ののデデカカンンシショョ､､民民謡謡踊踊りりををははじじめめ､､  
思思考考をを凝凝ららししたた催催しし・・展展示示等等､､観観一一魂魂をを大大いいにに見見せせててくくれれままししたた。。  
 

ええ
れれ
ばば
とと
にに
かか
くく
動動
くく
ここ
とと
がが
大大

切切
でで
すす
。。
いい
つつ
まま
でで
もも
立立
ちち
止止
まま
らら

ずず
にに
少少
しし
でで
もも
前前
へへ
進進
もも
うう
とと
行行

動動
すす
れれ
ばば
、、
ここ
れれ
まま
でで
解解
けけ
なな
かか
っっ

たた
問問
いい
のの
解解
がが
ふふ
とと
眼眼
前前
にに
現現
わわ

れれ
るる
ここ
とと
はは
よよ
くく
ああ
るる
ここ
とと
でで
すす
。。  

  

今今
、、
大大
切切
なな
のの
はは
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
だだ

けけ
勇勇
気気
をを
出出
しし
たた
りり
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
だだ

けけ
工工
夫夫
をを
しし
たた
りり
、、
今今
よよ
りり
もも
少少
しし

でで
もも
前前
へへ
進進
もも
うう
とと
行行
動動
すす
るる
ここ

とと
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

  

   

坂坂本本教教室室でではは、、塾塾運運営営全全般般ををササポポーートトししててくくだだささるる  
ススタタッッフフをを募募集集ししてていいまますす。。  

 

 

   

おお迎迎ええ時時のの車車のの混混雑雑ににつついいてて、、保保護護者者のの皆皆様様ににごご理理解解ととごご協協力力ををおお願願いい致致ししまますす。。

おお迎迎ええのの際際ににはは、、駐駐車車場場内内ででのの安安全全走走行行、、エエンンジジンン停停止止ににごご協協力力いいたただだくくととととももにに、、

ごご近近所所出出入入口口ななどどででのの路路上上待待機機、、他他のの駐駐車車場場のの無無断断使使用用ななどどははごご遠遠慮慮いいたただだききまますすよよ

うう重重ねねてておお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

塾からのお知らせなどをホームページにて配信中！ 

http://www.katagirijuku.com 
メールでの連絡はこちらまで  

 katagirijuku@docomo.ne.jp 

  

 

何何
だだ
かか
日日
のの
暮暮
れれ
るる
のの
がが
早早

くく
なな
っっ
たた
なな
ぁぁ
。。
そそ
んん
なな
ここ
とと
をを

感感
じじ
始始
めめ
るる
とと
、、
秋秋
のの
訪訪
れれ
をを
意意

識識
せせ
ざざ
るる
をを
負負
ええ
ずず
、、
何何
だだ
かか
セセ

ンン
チチ
メメ
ンン
タタ
ルル
にに
もも
なな
っっ
てて
しし

まま
うう
自自
分分
がが
可可
愛愛
いい
今今
日日  

ここ
のの
頃頃
でで
すす
。。
まま
、、
おお
っっ
ささ
んん
のの

戯戯
言言
はは
気気
持持
ちち
悪悪
いい
のの
でで
やや
めめ

てて
おお
きき
まま
すす
がが
、、
ここ
のの
時時
期期
にに
なな

るる
とと
、、
夏夏
がが
懐懐
かか
しし
くく
思思
いい
出出
ささ

れれ
るる
もも
のの
でで
すす
。。
そそ
うう
言言
ええ
ばば
、、

ここ
のの
夏夏
休休
みみ
もも
大大
学学
にに
進進
学学
しし

てて
いい
るる
卒卒
業業
生生
がが
何何
人人
かか
、、
余余
程程

どど
ここ
にに
もも
行行
くく
とと
ここ
ろろ
がが
無無
かか

っっ
たた
のの
かか
、、
塾塾
にに
もも
顔顔
をを
出出
しし
てて

くく
れれ
まま
しし
たた
。。
彼彼
らら
のの
話話
をを
聞聞
けけ

ばば
聞聞
くく
程程
、、
みみ
んん
なな
一一
生生
懸懸
命命
にに

頑頑
張張
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
法法
学学
部部
にに
進進

学学
しし
たた
子子
はは
、、
法法
学学
のの
ここ
とと
よよ
りり

今今
はは
、、
経経
済済
のの
ここ
とと
をを
教教
ええ
らら

れれ
、、
数数ⅢⅢ

ＣＣ
がが
必必
要要
にに
なな
っっ
てて
しし

まま
っっ
てて
困困
っっ
てて
まま
すす
、、
とと
かか
言言
いい

なな
がが
らら
もも
目目
をを
キキ
ララ
キキ
ララ
ささ
せせ

てて
いい
まま
しし
たた
しし
、、
文文
学学
部部
のの
比比
較較

文文
化化
学学
科科
へへ
とと
進進
学学
しし
たた
女女
のの

子子
はは
、、
秋秋
にに
アア
ウウ
シシ
ュュ
ビビ
ッッ
ツツ
へへ

１１
週週
間間
ほほ
どど
行行
くく
とと
言言
っっ
てて
目目

をを
キキ
ララ
キキ
ララ
ささ
せせ
てて
まま
しし
たた
。。
大大

学学
４４
年年
生生
にに
なな
るる
卒卒
業業
生生
はは
、、
大大

学学
院院
へへ
のの
進進
学学
もも
決決
まま
りり
、、
今今
はは

朝朝
のの
九九
時時
かか
らら
夜夜
のの
十十
一一
時時
まま

でで
、、
毎毎
日日
毎毎
日日
研研
究究
にに
明明
けけ
暮暮
れれ

てて
いい
るる
そそ
うう
でで
すす
。。
みみ
んん
なな
本本
当当

にに
よよ
くく
頑頑
張張
っっ
てて
るる
なな
ぁぁ
、、
とと
感感

心心
しし
てて
おお
りり
まま
しし
たた
。。  

  

高高
校校
生生
もも
中中
学学
生生
もも
本本
当当
にに

よよ
くく
頑頑
張張
っっ
てて
いい
たた
とと
思思
いい
まま

すす
。。
中中
３３
生生
のの
中中
にに
はは
夏夏
期期
講講
習習

のの
無無
いい
日日
まま
でで
自自
習習
にに
通通
いい
詰詰

めめ
、、
夏夏
休休
みみ
のの
半半
分分
以以
上上
のの
日日
をを

塾塾
でで
過過
ごご
しし
たた
子子
もも
いい
まま
しし
たた
。。

「「
夏夏
のの
思思
いい
出出
はは
ココ
ココ
」」
とと
笑笑
っっ

てて
るる
子子
もも
いい
てて
、、
目目
頭頭
がが
熱熱
くく
なな

っっ
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。  

  

何何
よよ
りり
、、
高高
３３
生生
のの
自自
習習
室室
のの

利利
用用
状状
況況
はは
凄凄
かか
っっ
たた
とと
思思
いい

まま
すす
。。
塾塾
がが
開開
くく
とと
どど
ここ
かか
らら
とと

もも
なな
くく
やや
っっ
てて
きき
てて
、、
いい
つつ
のの
間間

にに
やや
らら
席席
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい
にに
なな
っっ

てて
いい
るる
よよ
うう
なな
状状
況況
でで
しし
たた
。。
座座

席席
数数
がが
少少
なな
いい
のの
がが
いい
けけ
なな
いい

のの
でで
しし
ょょ
うう
がが
・・
・・
・・
。。
最最
終終
まま

でで
いい
てて
、、
充充
実実
しし
てて
いい
るる
のの
やや
らら

疲疲
労労
しし
てて
いい
るる
のの
やや
らら
苦苦
悩悩
しし

てて
いい
るる
のの
かか
はは
、、
はは
っっ
きき
りり
とと
はは

分分
かか
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
日日
々々
フフ
ララ
フフ

ララ
にに
なな
りり
なな
がが
らら
帰帰
るる
姿姿
にに
頼頼

もも
しし
ささ
をを
感感
じじ
てて
おお
りり
まま
しし
たた
。。

みみ
んん
なな
、、
たた
ぶぶ
んん
、、
夏夏
休休
みみ
はは
充充

実実
しし
たた
もも
のの
とと
なな
っっ
たた
のの
でで
しし

ょょ
うう
。。
そそ
のの
成成
果果
がが
出出
てて
来来
るる
のの

がが
ここ
れれ
かか
らら
でで
すす
。。
私私
とと
しし
てて

はは
、、
かか
なな
りり
楽楽
しし
みみ
にに
しし
てて
おお
りり

まま
すす
。。  

  

とと
、、
書書
くく
一一
方方
でで
、、
ちち
ょょ
っっ
とと

気気
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
のの
がが
、、  

高高
２２
生生
・・
高高
１１
生生
のの
自自
習習
室室
のの  

利利
用用
状状
況況
でで
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。  

ここ
うう
もも
毎毎
日日
、、
高高
３３  

生生
がが
何何
かか
にに
取取
りり  

なな
いい
なな
ぁぁ
。。」」
っっ
てて
ここ
とと
でで
、、  

たた
まま
たた
まま
空空
いい
てて
いい
たた
教教  

室室
でで
自自
習習
すす
るる
ここ
とと
をを  

許許
可可
しし
まま
しし
たた
。。
けけ
どど
、、
彼彼
女女
たた

ちち
のの
立立
派派
なな
のの
はは
次次
のの
日日
もも
やや

っっ
てて
きき
たた
ここ
とと
でで
すす
。。
魔魔
物物
のの
棲棲

家家
へへ
入入
っっ
てて
いい
くく
かか
のの
よよ
うう
にに
、、

恐恐
るる
恐恐
るる
勇勇
気気
をを
振振
りり
絞絞
っっ
てて

自自
習習
室室
へへ
入入
っっ
てて
いい
くく
彼彼
女女
たた

ちち
のの
姿姿
はは
、、
未未
だだ
にに
脳脳
裏裏
にに
焼焼
きき

付付
いい
てて
いい
てて
、、
思思
いい
出出
すす
度度
にに
微微

笑笑
んん
でで
しし
まま
いい
まま
すす
。。
そそ
れれ
かか
らら

日日
もも
経経
ちち
、、
威威
圧圧
感感
もも
気気
にに
せせ
ずず

入入
れれ
るる
まま
でで
にに
成成
長長
しし
、、
自自
習習
をを

終終
ええ
余余
裕裕
のの
笑笑
顔顔
でで
帰帰
っっ
てて
いい

くく
彼彼
女女
たた
ちち
をを
見見
送送
りり
なな
がが
らら
、、

腕腕
組組
みみ
をを
しし
てて
「「
いい
やや
いい
やや
、、
強強

くく
なな
っっ
たた
もも
のの
だだ
。。
」」
とと
思思
っっ
てて

いい
るる
とと
、、
そそ
のの
横横
でで
「「
いい
やや
いい
やや
。。

強強
くく
なな
りり
まま
しし
たた
よよ
ねね
。。
面面
白白
くく

なな
いい
。。
」」
とと
いい
うう
声声
がが
・・
・・
・・
。。

声声
のの
すす
るる
方方
をを
見見
るる
とと
、、
数数
名名
のの  

魔魔
物物
たた
ちち
がが
腕腕
組組
みみ
をを
しし
なな
がが

らら
笑笑
っっ
てて
おお
りり
まま
しし
たた
。。  

「「
ささ
てて
はは
、、
おお
前前
らら  

わわ
ざざ
とと
やや
なな
！！
」」  

とと
言言
うう
とと
「「
だだ
っっ
てて
、、  

勝勝
手手
にに
怖怖
がが
っっ
たた
りり
しし
てて
、、  

何何
だだ
かか
面面
白白
いい
かか
らら
つつ
いい
つつ
いい
」」

とと
頭頭
をを
掻掻
いい
てて
るる
魔魔
物物
のの
横横
でで

「「
○○
○○
君君
。。
やや
りり
過過
ぎぎ
やや
でで
」」
とと

笑笑
っっ
てて
いい
るる
女女
のの
子子
。。  

まま
、、
一一
つつ
のの
自自
習習
室室
のの  

思思
いい
出出
話話
でで
ごご
ざざ
いい
まま  

しし
たた
。。
そそ
のの
時時
自自
習習
室室  

にに
いい
たた
高高
３３
生生
もも
、、  

仲仲
良良
しし
のの
４４
人人
のの
女女  

のの
子子
もも
、、
今今
はは
見見
事事
にに  

志志
望望
大大
学学
にに
進進
学学
しし
てて
おお
りり  

まま
すす
。。
大大
学学
受受
験験
にに
はは
ここ  

のの
くく
らら
いい
のの
気気
合合
がが
いい
るる  

んん
だだ
！！
とと
いい
うう
のの
をを
高高
３３  

生生
のの
背背
中中
にに
学学
んん
だだ
かか
らら  

かか
、、
そそ
のの
女女
のの
子子
たた
ちち
のの  

高高
校校
３３
年年
間間
はは
とと
てて
もも
充充  

実実
しし
たた
もも
のの
にに
なな
っっ
てて
まま  

しし
たた
。。
勇勇
気気
をを
出出
しし
てて  

一一
歩歩
踏踏
みみ
出出
せせ
ばば
、、
思思
いい  

もも
よよ
らら
なな
いい
大大
切切
なな
ここ
とと  

をを
学学
べべ
るる
もも
のの
でで
すす
。。  

  

ここ
のの
夏夏
はは
私私
とと
しし
てて
もも  

学学
ぶぶ
ここ
とと
がが
多多
かか
っっ
たた
。。  

「「
どど
うう
せせ
学学
校校
もも
休休
みみ
なな  

んん
だだ
かか
らら
ゆゆ
っっ
くく
りり
やや
ろろ  

うう
」」
とと
思思
いい
、、
例例
年年
とと
はは  

ペペ
ーー
スス
配配
分分
をを
変変
ええ
、、
中中  

学学
生生
にに
英英
語語
をを
教教
ええ
るる  

ばば
かか
りり
でで
無無
くく
、、  

世世
界界
情情
勢勢
やや
らら
経経
済済
のの  

ここ
とと
、、
私私
自自
身身
のの
社社
会会  

でで
のの
経経
験験
かか
らら
のの
ここ
とと
、、  

「「
戦戦
争争
とと
平平
和和
」」
にに
つつ
いい  

てて
……
なな
どど
、、
いい
ろろ
んん
なな
話話
をを  

しし
てて
おお
りり
まま
しし
たた
。。
本本
質質
のの
何何
かか

をを
気気
付付
かか
せせ
たた
いい
、、
とと
いい
うう  

思思
いい
かか
らら
のの
試試
みみ
なな
のの  

でで
すす
がが
、、
英英
語語
とと
関関
係係
のの  

無無
いい
話話
をを
しし
てて
いい
るる
時時
のの  

塾塾
生生
のの
顔顔
はは
とと
てて
もも
イイ
キキ
イイ
キキ

しし
てて
いい
てて
（（
正正
直直
複複
雑雑
でで
すす

がが
・・
・・
・・
））、、「「
なな
んん
でで
？？
なな
んん
でで
？？
」」

「「
自自
分分
はは
ここ
うう
思思
うう
！！
」」
とと
かか
、、

とと
てて
もも
楽楽
しし
そそ
うう
でで
しし
たた
。。「「
ああ
、、

ここ
れれ
がが
勉勉
強強
のの
入入
口口
なな
んん
だだ
なな

ぁぁ
」」
とと
シシ
ミミ
ジジ
ミミ
とと
しし
てて
おお
りり
まま

しし
たた
。。  

  

ここ
のの
夏夏
、、
塾塾
生生
やや
卒卒
業業
生生
とと
話話

しし
てて
いい
てて
感感
じじ
たた
のの
がが
、、
「「
みみ
んん

なな
、、
将将
来来
にに
対対
すす
るる
漠漠
然然
とと
しし
たた

不不
安安
をを
抱抱
いい
てて
いい
るる
んん
だだ
なな
ぁぁ
」」

とと
いい
うう
ここ
とと
でで
しし
たた
。。
志志
望望
大大
学学

へへ
進進
学学
しし
てて
いい
るる
卒卒
業業
生生
でで
もも
、、

ここ
れれ
かか
らら
社社
会会
にに
出出
るる
まま
でで
時時

間間
のの
ああ
るる
中中
学学
生生
でで
ささ
ええ
もも
、、

「「
将将
来来
はは
どど
うう
なな
っっ
てて
いい
るる
んん

だだ
」」
とと
いい
うう
ここ
とと
をを
口口
にに
すす
るる
子子

もも
いい
てて
みみ
たた
りり
。。
私私
自自
身身
、、
そそ
れれ  

がが
分分
かか
れれ
ばば
苦苦
労労
はは
しし
なな  

いい
、、
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
のの  

でで
、、
返返
事事
にに
はは
困困
っっ
てて
しし  

まま
うう
のの
でで
すす
がが
、、
私私
なな
りり  

にに
いい
ろろ
いい
ろろ
とと
考考
ええ
てて

みみ
まま
しし
たた
。。  

  

将将
来来
にに
対対
すす
るる
不不
安安
をを
抱抱
くく
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ここ
とと
はは
誰誰
しし
もも
ああ
るる
とと
思思
いい  

まま
すす
。。
不不
安安
をを
抱抱
きき
、、
考考
ええ
過過
ぎぎ

てて
悩悩
みみ
過過
ぎぎ
てて
立立
ちち
止止
まま
っっ
てて

しし
まま
うう
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
。。
しし
かか

しし
、、
人人
生生
にに
おお
いい
てて
立立
ちち
止止
まま
るる

ここ
とと
はは
後後
退退
をを
意意
味味
すす
るる
ここ
とと

がが
多多
くく
、、
そそ
うう
なな
らら
なな
いい
たた
めめ
にに

もも
、、
とと
にに
かか
くく
動動
くく
ここ
とと
がが
大大
切切

でで
すす
。。
もも
ちち
ろろ
んん
反反
省省
すす
るる
時時
はは

立立
ちち
止止
まま
っっ
てて
考考
ええ
なな
けけ
れれ
ばば

なな
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
「「
反反
省省
とと
はは
少少

なな
目目
にに
振振
りり
返返
るる
事事
だだ
」」
とと
ああ
るる

人人
にに
教教
ええ
らら
れれ
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
、、

そそ
れれ
はは
そそ
のの
通通
りり
だだ
とと
思思
っっ
てて

いい
まま
すす
。。
先先
のの
ここ
とと
をを
考考
ええ
るる
時時

でで
もも
、、
立立
ちち
止止
まま
っっ
てて
じじ
っっ
くく
りり

考考
ええ
たた
いい
しし
、、
考考
ええ
がが
固固
まま
るる
まま

でで
はは
動動
きき
たた
くく
なな
いい
とと
思思
うう
かか

もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
ああ
るる
程程
度度
考考

君たちの可能性は無限大！！ 

『わからないことがわかった！』 

『できなかったことができるようになった』 

それが少しずつ積み重なって、大きな夢が実現 

できます。『わかった』と『できた』をたくさ 

ん経験すれば勉強が楽しくなってきます。 

その学習習慣を今から一緒に身につけて 

いきましょう！！ 

詳しくは坂本教室まで！ 
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